
 

大阪・関西万博が始まった。     

残念ながら、いまだ見学できてい   

ないのだが、私の友人は初日に出   

かけた。              

たまたまその日は雨と風で、えら 

い目に遭ったと言いながらも楽し 

そうだった。 

入場に３時間もかかり、大屋根リ 

ングの上で初日の目玉イベント、 

ブルーインパルスが飛来するのを 

待ったが、悪天のため中止となり 

ガッカリ！ 

身体が冷えたのでスペインのパビ 

リオン横のスペインレストランでコース料理を食べ、赤ワイン、白ワインと、ナント、８杯もグラスで飲んだとい

う。そして帰る時、会計の伝票を見て青くなったと語っていた。赤、白、青、と、自分自身があのミャクミャクと

同じ色になったと、笑っていた。 

いろいろな国のパビリオン、そして展示、いずれ私も行ってみようとは思うが、 

その場に居合わす体験こそ大切なのでは、と思う。 

友人が万博に行っている頃、私は実家から大阪の仕事場へ向かう途中、能勢町の国道で車がパンクした。 

高座の時間が迫る中、いつも立ち寄る喫茶店のマスターがそりゃ大変と、能勢電鉄の駅まで自分の車で送ってく 

ださった。初めての駅、何とか仕事には間に合ったが、駅の名前が美しい。 

川西能勢口、絹延橋、滝山、鴬の森、鼓滝…。どれも新緑に映える駅名。 

そこで落語「西行」を思い出した。西行は新古今集に９４首ものっている歌僧だ。元々は北面の武士だったが 

失恋して僧になり、有名な「願はくは 花の下にて春死なむ その如月の望月の頃」と歌った人。 

この西行法師が今の川西市の鼓ケ滝へ歌修業でやって来る。そして作った歌が「伝えきく 鼓ケ瀧に来てみれば  

沢辺に咲きしたんぽぽの花」。すると老夫婦と娘がやって来て、その歌に手を入れたいと言う。生意気なことを、 

と思いつつ「どう訂正するのか」と聞くと「伝えきく」を「音に聞く」とした方が鼓の縁語となる、そして「沢辺」

を「かわ辺」にしたら鼓の皮に通じて良いと言う。今度は娘が「来てみれば」を「打ちみれば」にすればより鼓に

ちなむではないかと。結局「音に聞く 鼓ケ瀧をうち見れば かわ辺に咲きしたんぽぽの花」となる。西行は恐れ

入ったと礼を言うと、３人の姿が消えた。さては和歌三神が私の慢心をいましめた…と、いい噺だ。 

 ちなみにタンポポは小鼓の稽古（けいこ）で「タタポポ、タッポン」と洒落（しゃれ）ているのだ。 

アメリカ大統領、関税ばかりでは誰も利をトランププププ…だ。 

日本の自動車産業がパンクしたら困るよー。（かつら・ぶんちん＝落語家） 

桂文珍さんの落語的見聞録 <1> & <2> 神戸新聞朝刊 5月１５日&６月１９日より整理転記  

<1> 5月１９日 「万博、能勢電…連想脈々と」 

文珍さんが取り上げた話題はスタートしたみやくみやく人気の大阪万博。  

タイトルには「万博、能勢電・・連想脈々と」とある。よく知る能勢電鉄と万博とどうつながるのだろうか???   

活字には「西行」の文字も見える。「西行」という落語も全く知らず。さっそく読んで納得。 

私にも遠い記憶 しっかりと見なかった千里万博の思い出がある。もっとちゃんと見とけばよかったと今も思う。 

でも 年老いての今回はもういいと。 

勢電の駅名はどれもよく知る名前 特に鼓ケ滝駅はかつて縄文の集まりでよく通った川西の生涯文化センターの最

寄り駅。また能勢電界隈には今もたくさん仲間がいる。 

懐かしい思い ちょっぴり後ろめたい私の万博への思いを晴れ晴れと。 

                                   From Kobe  Mutsu Nakanishi 

 



 

梅雨というのに猛烈な暑さ 街の話題は米の値段の高騰。 農林大臣が小泉さんになって、政府の備蓄米放出 

 古米から古古古米まで放出、安いコメを街に出して、米価を下げる算段が進む。 

 それに「トランプ関税」の激震 日本製鉄のUSスチール買収に「黄金株登場」等々と新聞見出しが躍る。 

知っておかねば暮らしが成り立たぬが、何がなんやらわからぬ中、偽情報がそれに輪をかける情報過多の時代。  

 文珍さんが取り上げた落語は 有名な「お神酒徳利」。ウソにウソを重ねて最後は自分が失せモノになる。 

 自分にもあるあるその場しのぎ・苦し紛れのウソ。でも 今の世の中 偽情報の氾濫  

インフルエンサーとかいって嘘を嘘であおる過大広告ビジネスも横行。 御用心ください。 

  From Kobe  Mutsu Nakanishi 

桂文珍さんの落語的見聞録<1> & <2> 神戸新聞朝刊 5月１５日&６月１９日より整理転記 

          <2> ６月１９日 「ウソを重ねて失せものに」 


